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　誰もが働く権利を持っていますが、今の社会では、

障害があるために、働く機会に恵まれない人たちがい

ます。働きたいと望んでいる障害のある人が、働く権利

を実現するために必要な支援や制度のあり方、障害の

有無に関わらず共に働く方法があるのではないか、こ

れが私の研究テーマです。

　誰でも自分が生きたいように生きる権利がありま

す。しかし、私たちは一人で生きているわけではなく、

また生きていけるわけでもありません。誰もが自分勝

手に行動したら、きっとどこかで衝突が起こってしまい

ます。互いに尊重しあい、共に生きていける社会をどう

やって作っていけばよいか。それを見つけるために

は、社会の仕組みについて学び、いろいろな人の意見

を知り、その上で、自分で考え、それを実行していくこと

が重要です。一人ひとりが大切にされる社会とはどの

ようにすれば実現できるのか、公益大で一緒に考えて

いきましょう。
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大学ではこんなことを研究しています 先生からメッセージ

略歴

社会福祉、障害者福祉、雇用問題

福祉、障害、ユニバーサルデザイン

社会福祉、障害者福祉

福祉って何？
～一人ひとりが大切にされる社会～

社会福祉を支える基本的な原理のなかで最も基盤にあるのが基
本的人権の尊重です。社会福祉の対象は、社会の仕組みによって不
利益を被っている人たちです。不利益を被っている人、困っている人
を助け、皆の基本的人権を実現し、そして、一人ひとりが大切にされ
る社会を築くこと、これが社会福祉です。
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●出張講義分野

●研究分野のキーワード

●専門分野

社会福祉について学びたい方、知りたい方に
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